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                                                                        子ども会用     Ｎｏ１ 

  子ども会名（ふりがな） 
よいちちょうちいきこどもかいいくせいれんらくきょうぎかい 

余市町地域子ども会育成連絡協議会 

 連絡先（事務局） 
 〒046-0025 
 余市町大川4丁目143番地 
 余市町中央公民館 青少年対策室内 
 TEL・FAX 0135-23-5745 

 

 
 会員数：幼児（  ～  ）小学生（ ～  ）中学生（ ～ ） 高校生（ ～ ） JL（  0 ）名  指導者（271）名  
         30名           599名           17名              4名                      
                                 合 計  650  名              合 計  271  名    
 

  
地域の状況 
  余市町は、昭和３０年代には人口約３万人を数えていたが、現在は約１万９千人と全道各地の 
 状況と同様、人口減少の一途を辿っている。主幹産業であった農・漁業の第一次産業も振るわな 
い中、新たに付加価値をつけた産業の創出（例：ワイン用ぶどうの生産→大手・個人ワイナリー 
と連携→販路拡大）を町主導の下に展開されている。 
 町子連への加入状況も厳しいものがあり、H30年度：24単子、R1年度：22単子と加盟数が減少し 
R2年度は20となる見込みである。 

 
発足から現在までの主な沿革 
○昭和４８年５月１７日、余市町地域子ども会育成連絡協議会を設立。 
 ・設立当初は、町内各地域にあった２０の子ども会が加入。 
・小学生：１９６１名、育成者：２６７名の構成。 

 ○平成１０年５月８日、設立２５周年祝賀会を挙行、２５年の経過を振り返る。 
 ○令和元年度現在で設立４７年となり、３年後は節目の設立５０周年を迎える。 
 
 
子ども会での活動（年間行事計画）  

 ５月・・・・・・総会 

 ７月～８月・・・町内クリーン作戦（加盟全子ども会） 

 ９月・・・・・・「敬老感謝のはがき」の送付 

 １１月・・・・・町子連ドッジボール大会 

 １月・・・・・・町子連かるた大会（後志子連かるた大会、道子連かるた大会） 
 
 
活動プログラムは誰が作りますか…？  １ 子どもたち  ２  子どもと大人の代表 
                      ３ 大人の作ったプロに子どもの意見を聞く  ４  大人だけ  
                    ５  その他（ 

  
特色ある活動及びプログラム、自慢できること： 
① 町内クリーン作戦 

７月中旬～８月中旬（お盆前）の期間に子ども会から区会、老人会、地区住民に声掛けして実施。 

毎年、６００名程度の皆さんが参加しています。 
② 「敬老感謝のはがき」の取組 

町内小中７校の児童生徒が７７歳以上のお年寄りに手書きのメッセージを添えて、敬老の日に届く

よう 

葉書を送付する取組です。令和元年度は、２７３０世帯（３２９７名）に送付したところ、受け取っ

た 

お年寄りから２３４件の喜びの声が各学校に寄せられました。 
 

 

 
子ども会活動における問題点： 
① 少子化に伴う単位子ども会の減少 
② 役員（育成者、代表者等）のなり手不足→単位子ども会の休会の加速化 

  
子ども会活動における今後の展望： 
① 近隣の小規模単位子ども会同士の統合等→統合とはいかないまでも単子行事等の合同開催

等の工夫 
② 親区会からの支援体制の強化→行事への積極的支援で単子役員の負担軽減 
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① 活動の写真（町内クリーン作戦） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 写真の説明 

夏休みラジオ体操会の最終日に

子ども保護者、区会関係者の参

加の下、クリーン作戦が実施さ

れました。 

毎年続いている特色ある町子連

事業です。 

 

 
 活動の写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 写真の説明 

「敬老感謝のはがき」の取組は、

令   

 和元年度で４３回を数える町子 

連事業です。こうした活動を通

して、子ども達の健全育成を図

っています。 

 
 

 


